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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計-期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。  
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 21,545 ― 2,178 ― 1,233 ―

20年3月期第1四半期 21,950 12.3 5,702 6.2 2,802 △5.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 5.87 ―

20年3月期第1四半期 13.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 3,287,433 233,794 6.8 1,078.27
20年3月期 3,147,644 233,240 7.1 1,075.52

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  226,320百万円 20年3月期  225,765百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.50 ― 4.50 8.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 4.00 ― 4.00 8.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 43,000 △13.4 8,500 54.6 5,000 105.4 23.81
通期 87,500 △5.6 18,000 △3.3 10,500 14.9 50.02

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注）詳細は、３ページ[定性的情報・財務諸表等] ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載さ
れるもの） 

(注）詳細は、３ページ[定性的情報・財務諸表等] ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因を前提としておりますが、実際の業績は
今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  210,403,655株 20年3月期  210,403,655株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  512,639株 20年3月期  492,492株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  209,902,221株 20年3月期第1四半期  209,983,803株
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[定性的情報・財務諸表等]

 

　１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第１四半期におけるわが国経済は、生産活動が輸出の伸びの鈍化などにより弱含み、所得がおおむね横ばいで推

移するなど、全体では足踏み状態となりました。投資面では公共投資が低調に推移し、民間設備投資は企業収益が弱

含むなか、おおむね横ばいとなりました。この間、個人消費は消費者マインドが悪化するなか横ばいで推移し、雇用

情勢は改善に足踏みがみられました。

　このような金融経済環境のもと、当行グループの当第１四半期の業績は次のとおりとなりました。

 

○経営成績　

　連結ベースの経常収益は、役務取引等収益の減少等により、前第１四半期連結累計期間に比べ４億４百万円減少し

て２１５億４５百万円となりました。

　一方、経常費用は、貸倒引当金繰入額の増加等により、前第１四半期連結累計期間に比べ３１億１８百万円増加し

て１９３億６７百万円となりました。

　この結果、経常利益は前第１四半期連結累計期間に比べ３５億２３百万円減少して２１億７８百万円となり、四半

期純利益は、経常利益の減少等により前第１四半期連結累計期間に比べ１５億６９百万円減少して１２億３３百万円

となりました。

　事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

a．銀行業部門　

　経常収益は預り資産販売手数料の減少等により１７８億７百万円となり、経常利益は２１億５７百万円となり

ました。　

b．リース業部門　　

　経常収益はリース売上の減少等により３６億７５百万円となり、経常損益は貸倒引当金繰入額の増加等により

７６百万円の損失となりました。

c．その他の事業部門　　

　経常収益はキャッシング手数料の減少等により５億５０百万円となり、経常利益は１億２百万円となりました。

　

２．連結財政状態に関する定性的情報

○財政状態

　預金は、個人預金の増加等により前連結会計年度末に比べ８１４億円２６百万円増加して２兆８，３３２億７３百

万円となりました。

　貸出金は、公共向及び一般向貸出金の減少等により前連結会計年度末に比べ１８９億５７百万円減少して２兆　　

１７５億４４百万円となりました。

　また、有価証券は、社債の増加等により前連結会計年度末に比べ３３９億４６百万円増加して９，６１７億２９百

万円となりました。

　純資産は、当四半期純利益の計上による利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ５億５３百万円増加

して、２，３３７億９４百万円となりました。

○キャッシュ・フローの状況

　キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローが預金の増加等により４８０億１０百万円のプ

ラス、投資活動によるキャッシュ・フローが有価証券の取得による支出等により３００億２１百万円のマイナス、財

務活動によるキャッシュ・フローが配当金の支払等により９億５３百万円のマイナスとなりました。　

　この結果、現金及び現金同等物の当四半期累計期間末残高は、７３６億９６百万円となりました。　　

３．連結業績予想に関する定性的情報

　平成20年５月14日に公表いたしました業績予想から変更はございません。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　（簡便な会計処理）

　①減価償却費の算定方法

　定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定

しております。

　　　　②貸倒引当金の計上基準

　　　「破綻先」、「実質破綻先」及び「破綻懸念先」に係る債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきまして

は、平成20年３月期の貸倒実績率等を適用して計上しております。

　　　　③税金費用の計算

　法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算

項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。

　④繰延税金資産の回収可能性の判断

　繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について前連結会計年度末から大幅

な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニン

グの結果を適用しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　①四半期財務諸表に関する会計基準

　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

　②リース取引に関する会計基準

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号平成19年３月30日改正）及び「リース取

引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号同前）が平成20年４月１日以後開始する連結会

計年度から適用されることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間から同会計基準及び適用指針を適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

　これにより、従来の方法に比べ、「リース債権及びリース投資資産」は２３４億９２百万円増加、「その他資

産」は２２９億９８百万円減少、「貸倒引当金」は４億９６百万円増加しております。なお、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　また、従来、リース資産の取得及び売却等に係るキャッシュ・フローは、「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「有形固定資産の取得による支出」、「有形固定資産の売却による収入」、「無形固定資産の取得によ

る支出」及び「無形固定資産の売却による収入」に含めて計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間か

ら、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「リース投資資産の増減額」として計上しております。これによ

り、従来の方法に比べ、「投資活動によるキャッシュ・フロー」は３４億８５百万円増加し、「営業活動による

キャッシュ・フロー」は３４億８５百万円減少しております。

　なお、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」には、同会計基準及び適用指針を適用したことに

伴う「その他資産」の減少額２３９億１０百万円を含んでおります。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 77,325 57,424

コールローン及び買入手形 102,275 －

買入金銭債権 9,111 9,719

商品有価証券 847 810

金銭の信託 12,037 9,675

有価証券 961,729 927,782

貸出金 2,017,544 2,036,502

外国為替 955 1,724

リース債権及びリース投資資産 23,492 －

その他資産 27,961 45,362

有形固定資産 54,599 54,586

無形固定資産 5,411 4,937

繰延税金資産 2,394 2,577

支払承諾見返 24,713 26,719

貸倒引当金 △32,966 △30,178

資産の部合計 3,287,433 3,147,644

負債の部   

預金 2,833,273 2,751,846

譲渡性預金 103,217 46,032

コールマネー及び売渡手形 31,478 36,296

債券貸借取引受入担保金 5,170 －

借用金 13,245 13,959

外国為替 57 55

その他負債 30,572 27,651

役員賞与引当金 12 50

退職給付引当金 375 333

役員退職慰労引当金 856 838

睡眠預金払戻損失引当金 564 564

偶発損失引当金 111 66

再評価に係る繰延税金負債 9,990 9,990

支払承諾 24,713 26,719

負債の部合計 3,053,639 2,914,404

純資産の部   

資本金 18,130 18,130

資本剰余金 11,223 11,223

利益剰余金 166,686 166,398

自己株式 △366 △349

株主資本合計 195,674 195,402

その他有価証券評価差額金 17,134 17,256

繰延ヘッジ損益 △40 △445

土地再評価差額金 13,551 13,551

評価・換算差額等合計 30,645 30,362

少数株主持分 7,473 7,475

純資産の部合計 233,794 233,240

負債及び純資産の部合計 3,287,433 3,147,644
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

経常収益 21,545

資金運用収益 14,543

（うち貸出金利息） 10,949

（うち有価証券利息配当金） 3,267

役務取引等収益 2,700

その他業務収益 3,768

その他経常収益 532

経常費用 19,367

資金調達費用 2,668

（うち預金利息） 1,840

役務取引等費用 882

その他業務費用 3,396

営業経費 9,663

その他経常費用 2,755

経常利益 2,178

特別利益 0

特別損失 151

税金等調整前四半期純利益 2,027

法人税、住民税及び事業税 721

法人税等調整額 89

少数株主利益 △16

四半期純利益 1,233
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,027

減価償却費 916

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,788

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41

資金運用収益 △14,543

資金調達費用 2,668

有価証券関係損益（△） 108

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △37

為替差損益（△は益） △14

貸出金の純増（△）減 18,957

預金の純増減（△） 81,426

譲渡性預金の純増減（△） 57,185

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△713

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △2,858

コールローン等の純増（△）減 △101,667

コールマネー等の純増減（△） △4,817

資金運用による収入 12,731

資金調達による支出 △1,584

リース投資資産の増減額（△は増加） △23,492

その他 23,888

小計 53,009

法人税等の支払額 △4,999

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,010

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △85,342

有価証券の売却による収入 23,741

有価証券の償還による収入 35,397

金銭の信託の増加による支出 △4,000

金銭の信託の減少による収入 1,722

有形固定資産の取得による支出 △604

無形固定資産の取得による支出 △934

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,021

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △18

自己株式の売却による収入 1

配当金の支払額 △931

少数株主への配当金の支払額 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △953

現金及び現金同等物に係る換算差額 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17,042

現金及び現金同等物の期首残高 56,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 73,696
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

   （４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

    当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）  

（注）１．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。  

２．事業区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、その他の事業区分の主なものは保証及

びクレジット業務等であります。  

３．会計処理の方法の変更  

（リース取引に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より「リース取引に関する会計基準」及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」を適用して

おります。この変更による当第１四半期連結会計期間の各セグメントの経常利益に与える影響は軽微でありま

す。  

ｂ．所在地別セグメント情報 

 全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が100％のため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。 

ｃ．国際業務経常収益 

 国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  
銀行業 

（百万円） 
リース業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

経常収益             

(1)外部顧客に対する経常収益 17,713 3,407 425 21,545 － 21,545 

(2)セグメント間の内部経常収

益又は振替高 
94 268 125 487 (487) － 

計 17,807 3,675 550 22,033 (487) 21,545 

経常利益 2,157 △76 102 2,183 (4) 2,178 
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[参考資料] 

 
前第１四半期に係る財務諸表等 

１．（要約）四半期連結損益計算書 

 

前第 1四半期連結累計期間 

自 平成 19 年４月１日 

至 平成 19 年６月 30 日 

 

科     目 

 

金  額 （百万円） 

経 常 収 益 21,950 

資 金 運 用 収 益 14,394 

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （10,430） 

（うち有価証券利息配当金） （ 3,559） 

役 務 取 引 等 収 益 3,073 

そ の 他 業 務 収 益 3,824 

そ の 他 経 常 収 益 656 

経 常 費 用 16,248 

資 金 調 達 費 用 2,549 

（ う ち 預 金 利 息 ） （1,448） 

役 務 取 引 等 費 用 851 

そ の 他 業 務 費 用 3,398 

営 業 経 費 8,938 

そ の 他 経 常 費 用 510 

経 常 利 益 5,702 

特 別 利 益 5 

特 別 損 失 687 

税金等調整前四半期（当期）純利益  5,019 

法人税、住民税及び事業税 2,108 

法 人 税 等 調 整 額 － 

少 数 株 主 利 益 109 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 2,802 

 

 

 

   

㈱鹿児島銀行（8390）平成21年3月期 第１四半期決算短信

8



 

   

 
２．セグメント情報 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自平成 19 年４月１日 至平成 19 年 6月 30 日）        （単位：百万円） 

 銀行業 リース業 
その他の

事業 計 
消去又は 

全社 連結 

経常収益 

（１） 外部顧客に対する経常 
収益 17,938 3,577 434 21,950 － 21,950 

（２） セグメント間の内部経常 
収益又は振替高 94 263 127 485 （485） － 

計 18,033 3,840 562 22,435 （485） 21,950 

経常利益 5,332 222 155 5,709 （7） 5,702 

（注）事業区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、その他の事業区分の主なものは保証及びクレジット 

業務等であります。 

 

ｂ．所在地別セグメント情報 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が 100％のため、前第１四半期連結累計期間の所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。 

 

ｃ．国際業務経常収益 

国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、前第１四半期連結累計期間の国際業務経常収益の記載を省

略しております。 
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平成２１年３月期 第１四半期決算説明資料 
  
１． 損益の概況（単体） 

 

 

 

                  
  
 

 
 
 
 

〔業務純益・経常利益〕 
・平成 2１年３月期第 1 四半期の業務純益は 3,643 百万円（前年同期比 847 百万円減少）、経常利益は 2,140 百
万円（前年同期比 3,160 百万円減少）となりました。第２四半期（中間期）予想に対する進捗率は、各々42％及び
26％であります。 

〔四半期純利益〕 
・四半期純利益は、業務純益及び経常利益の減少により、1,513 百万円減少して 1,213 百万円となりました。 
第２四半期（中間期）予想に対する進捗率は、25％となっておりますが、コア業務純益が順調に推移しており、
第２四半期（中間期）及び通期の業績予想について変更はありません。 

（単位：百万円） 

 

 

      
平成 2１年

3 月期 
第 1 四半期
（3 ヵ月間） 

増減 

（参考）   
平成 20 年
3 月期 

第 1 四半期
（3 ヵ月間） 

      
平成 2１年 
3 月期 

第 2 四半期 
予想（6 ヵ月間） 

      
平成 20 年
3 月期 

通期実績 
（12 ヵ月間） 

業 務 粗 利 益 13,391 △283 13,675  54,380 

資 金 利 益 11,889 45 11,843  47,363 

役 務 取 引 等 利 益 1,626 △414 2,040  6,697 

そ の 他 業 務 利 益 △124 84 △208  319 
 

（うち国 債 等 債 券 損 益 ） （△192） （67） （△260）  （52）

経 費 9,269 416 8,852  35,830 

人 件 費 4,782 283 4,499  18,053 

物 件 費 3,983 103 3,880  15,851  

税 金 502 30 472  1,925 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 4,122 △700 4,822 8,700 18,550 

 コ ア 業 務 純 益（注） 4,314 △768 5,082 8,600 18,497 

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 479 146 332  4,800 

業 務 純 益 3,643 △847 4,490 8,500 13,750 

臨 時 損 益 △1,502 △2,313 811  3,199 

②不 良 債 権 処 理 費 用 1,747 2,018 △270  3,791 

（貸倒償却引当費用①＋②）  （2,226） （2,164） （61）  （8,591）

株 式 等 関 係 損 益 99 83 15  5,849 

 う ち 株 式 等 償 却 58 14 44  894 

 

そ の 他 臨 時 損 益 145 △379 525  1,141 

経 常 利 益 2,140 △3,160 5,301 8,000 16,949 

特 別 損 益 △151 505 △656  △1,471 

 特 別 利 益 0 △1 1  5 

特 別 損 失 151 △506 657  1,476 
 

 
うち過年度役員退職慰労

引当金繰入 － △644 644  644 

  
うち過年度睡眠預金払戻

損失引当金繰入 － － －  564 

税引前四半期（当期）純利益 1,989 △2,655 4,645  15,478 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 1,213 △1,513 2,726 4,800 8,750 

（注） コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入－国債等債券損益 
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結） 

 

 

 

連結ベースの金融再生法開示債権残高は、平成 20 年 3 月末比 39 億円増加して 682 億円となりました。

 

（連結ベース）                                    （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 

 平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末 

破産更生債権及びこれら 
に準ずる債権 

114  55  55  

危険債権 197  190  230  

要管理債権 370  313  355  

合   計 682  559  642  

（注）１．上記計数は「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリー  

（以下「開示区分」という。）により分類しております。 

２．平成 20 年 6 月末及び平成 19 年 6 月末の開示区分の金額は、各々を基準日とする自己査定の債務者区分に基づく

残高を計上しております。 

 ３．連結子会社の債権は、営業貸付金を対象としております。 

 

※ 開示区分と自己査定債務者区分との関係 

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

・危険債権（破綻懸念先の債権） 

・要管理債権（要注意先のうち、３ヵ月以上延滞債権又は貸出条件緩和債権に該当する債権） 

 

〔参考情報〕  

 （単体ベース）                                  （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 

 平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末 

破産更生債権及びこれら 
に準ずる債権 

108  53  50  

危険債権 197  186  230  

要管理債権 370  313  355  

合   計 676  553  636  

総与信に占める開示債権 
の割合 

 3.27％  2.77％ 3.05％ 

 

 

３． 自己資本比率（国内基準） 

 

 

          

            

平成 20 年 9 月末の連結自己資本比率は、13.8％程度を予想しており、引き続き高水準で推移する見込

です。 

 （参考） 

 平成 20 年 9 月末（予想値） 平成 20 年 3 月末（実績） 

連結自己資本比率 13.8％程度 13.87％ 

連結ＴｉｅｒⅠ比率 12.5％程度 12.59％ 

（注）１．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己

資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準を定める件」（平成 18 年金融庁告示第 19 号）に基づ

き算出しております。 

  ２．予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。                            
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４． 時価のある有価証券の評価差額（連結）                       

 

 

  
                                  

平成 20 年 6 月末のその他有価証券の評価差額は 285 億円の評価益となり、平成 20 年 3 月末比ほぼ横ばいで推

移しました。 

 

   （単位：億円）  （参考）       （単位：億円） 

平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末  

時 価 評価差額 時 価 評価差額 時 価 評価差額 

その他有価証券 9,447 285 9,753 611 9,114 288

株 式 791 373 1,127 705 734 315

債 券 8,061 △63 7,875 △92 7,812 △0

 

そ の 他 595 △24 751 △1

 

566 △25 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。 

      （単位：億円）  （参考）       （単位：億円） 

平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末  

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 

満期保有目的の 
債券 - - 9 0

 

－ －

 

 

５． デリバティブ取引の評価損益（連結） 

 

（１）金利関連取引 

                     （単位：億円）  （参考）      （単位：億円） 

平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末 区 

分 
種 類 

契約額等 時 価 評価損益契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

店

頭 
金利スワップ 12 △0 0 62 △0 0

 

25 △0 0

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 

（２）通貨関連取引 

                   （単位：億円）  （参考）      （単位：億円） 

平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末 区 

分 
種  類 

契約額等 時 価 評価損益契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

通貨スワップ 309 0 0 40 0 0 300 0 0店 

頭 為替予約 3 0 0 2 △0 △0 4 0 0

 合計  0 0  0 0

 

 0 0

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 

（３） 株式関連取引      

該当事項はありません。 

 

（４）債券関連取引              

該当事項はありません。 
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（５）商品関連取引                

該当事項はありません。 

 

（６）クレジットデリバティブ取引  

   （単位：億円）  （参考）      （単位：億円） 

平成 20 年 6 月末 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 3 月末 区 

分 
種  類 

契約額等 時 価 評価損益契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

店
頭 

クレジット・デフォ

ルトオプション 
20 △0 △0 － － － 

 

20 △0 △0

 

 

 

６．総預金・貸出金の残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

・平成 20 年 6 月末の総預金残高は、個人預金及び公金預金（譲渡性預金）の増加により平成 20 年 3 月末に比べ

1,379 億円増加し、２兆 9,436 億円となりました。 

・貸出金残高は、一般向け貸出金、公共向け貸出金ともに減少したことから平成 20 年 3 月末に比べ 184 億円減少

し、２兆 286 億円となりました。 

  （単位：億円） 

 平成 20 年 6 月末 

  19 年 6 月末比 20 年 3 月末比

平成 19 年 
6 月末 

平成 20 年
3 月末 

総預金 29,436      888 1,379 28,547 28,056 

預金 28,343 803 806 27,539 27,536 

うち個人預金 21,229 901 465 20,327 20,764 

うち法人預金 5,985 △190 182 6,176 5,802 

 

うち公金預金 851 △21 173 872 677 

譲渡性預金 1,092 84 572 1,008 519 

 

 うち公金預金 806 102 572 703 233 

貸出金 20,286 763 △184 19,523 20,470 

公共向け 4,011 356 △94 3,655 4,106 

 政府向け 600 - - 600 600 

 地公体等向け 3,411 356 △94 3,055 3,506 

一般向け 16,274 406 △89 15,867 16,363 

うち地域向け（注） 14,086 424 △47 13,662 14,133 

うち都市部向け 2,188 △17 △41 2,205 2,230 

うち消費者ローン 5,173 221 74 4,952 5,099 

住宅ローン 4,784 251 78 4,532 4,705  

 その他のローン 389 △30 △4 419 393 

 

 

うち中小企業等貸出金 13,221 358 △95 12,863 

 

13,316 

（注）当行における地域の概念は、鹿児島県及び宮崎県を指しております。 
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７．預り資産の残高（単体） 

 

 

 

    

平成 20 年 6 月末の預り資産残高は、平成 19 年 6 月末比 6 億円、平成 20 年 3 月末比 218 億円、各々増加し 4,050

億円となりました。 

（単位：億円）     

 平成 20 年 6 月末 

  19 年 6 月末比 20 年 3 月末比

平成 19 年 
6 月末 

平成 20 年
3 月末 

公共債（国債・地方債） 2,524 △12 150 

 

2,537 2,373 

 うち個人 2,418 △34 145  2,452 2,272 

投資信託 901 △75 37 977 864 

 うち個人 891 △75 37 

 

967 854 

外貨預金 36 19 4 16 31 

 うち個人 29 14 4 14 25 

個人年金保険（注） 587 75 26 512 

 

561 

合    計 4,050 6 218 4,043  3,831 

 うち個人 3,926 △19 213 

 

3,946  3,713 

（注）個人年金保険は販売累計額。                                                     

 

 

                                                           以 上 
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